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み
な
し
小
売
電
気
事
業
者
（
以
下
、

旧
一
電
小
売
）
７
社
は
経
産
大
臣
の
認

可
を
受
け
、
２
０
２
３
年
６
月
に
低
圧

分
野
の
規
制
料
金
で
あ
る
「
特
定
小
売

供
給
約
款
」
の
料
金
（
以
下
、
経
過
措

置
料
金
）
改
定
を
実
施
し
た
。
改
定
の

理
由
は
化
石
燃
料
価
格
の
高
騰
に
よ
る

火
力
燃
料
費
の
負
担
増
だ
っ
た
が
、
そ

の
際
、
問
題
と
な
っ
た
の
が
「
み
な
し

小
売
電
気
事
業
者
特
定
小
売
供
給
約
款

料
金
算
定
規
則
」（
以
下
、
算
定
規
則
）

に
あ
る
燃
料
費
調
整
の
上
限
規
定
で
あ

る
。
算
定
規
則
に
は
、
経
過
措
置
料
金

の
燃
料
費
調
整
は
料
金
算
定
の
前
提
で

あ
る
基
準
平
均
燃
料
価
格
の
１
・
５
倍

を
超
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
明
記
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
上
限
が
制
約
と
な
り
、

化
石
燃
料
価
格
の
高
騰
を
経
過
措
置
料

金
に
反
映
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
、
旧

一
電
小
売
は
料
金
改
定
の
申
請
を
行
っ

た
の
で
あ
る
。
各
社
の
燃
料
費
調
整
は


年
２
月
か
ら
順
次
、上
限
に
到
達
し
、

値
上
げ
が
実
施
さ
れ
る
ま
で
に
１
年
前

後
を
要
し
た
。
こ
の
間
、
旧
一
電
小
売

の
み
な
ら
ず
新
電
力
の
経
営
と
低
圧
分

野
の
顧
客
獲
得
・
市
場
シ
ェ
ア
に
大
き

な
影
響
を
与
え
た
。
本
稿
で
は
以
上
の

経
緯
が
小
売
電
気
事
業
全
般
に
与
え
た

影
響
を
振
り
返
り
、
燃
料
費
調
整
の
上

限
を
中
心
に
経
過
措
置
料
金
の
あ
り
方

に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

日
本
の
小
売
電
力
市
場
で
は

年
３

月
の
特
別
高
圧
以
降
、
順
次
、
自
由
化

範
囲
が
拡
大
、

年
４
月
に
家
庭
用
を

含
む
低
圧
市
場
が
自
由
化
さ
れ
、
全
面

自
由
化
が
実
現
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
料

金
規
制
も
徐
々
に
範
囲
が
縮
小
さ
れ
た

が
、
低
圧
市
場
で
は
競
争
状
態
が
不
十

分
な
ま
ま
、
い
わ
ゆ
る
「
規
制
な
き
独

占
」
に
陥
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
料
金
規

制
を
継
続
す
る
措
置
が
と
ら
れ
た
。
具

体
的
に
は
旧
一
電
小
売
に
対
し
、
当
分

の
間
、
経
過
措
置
料
金
等
を
定
め
、
値

上
げ
時
に
は
引
き
続
き
経
産
大
臣
の
認

可
を
必
要
と
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

料
金
規
制
を
撤
廃
す
る
時
期
は

年

４
月
と
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
た
が
、

経
産
大
臣
が
特
に
指
定
す
る
旧
供
給
区

域
の
旧
一
電
小
売
に
対
し
て
は
、
そ
の

後
も
料
金
規
制
を
継
続
す
る
扱
い
と
な

っ
た
。
同
指
定
は
新
電
力
の
市
場
シ
ェ

ア
を
主
と
し
た
競
争
の
進
展
状
況
等
を

総
合
的
に
勘
案
し
、
顧
客
の
利
益
を
保

護
す
る
必
要
が
特
に
高
い
と
認
め
ら
れ

る
場
合
に
継
続
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
現

在
も
全
て
の
旧
一
電
小
売
が
指
定
を
受

け
て
い
る
。

指
定
に
つ
い
て
は
継
続
す
べ
き
か
、

解
除
す
べ
き
か
、
が
議
論
の
中
心
と
な

っ
て
き
た
が
先
般
の
料
金
改
定
に
至
る

ま
で
の
経
緯
を
踏
ま
え
、
継
続
す
る
と

し
て
も
、
経
過
措
置
料
金
の
内
容
そ
の

も
の
を
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
の

意
見
が
強
ま
っ
て
い
る
。本
来
、同
料
金

は
自
由
化
後
の
激
変
緩
和
措
置
で
旧
一

電
小
売
に
料
金
規
制
を
課
し
つ
つ
、
こ

の
間
に
新
電
力
の
参
入
を
促
進
す
る
こ

と
が
必
要
と
考
え
た
た
め
に
制
度
化
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
こ
の

本
旨
を
踏
ま
え
考
察
を
進
め
た
い
。

燃
料
費
調
整
の
歴
史
は
古
く
、
１
９

９
６
年
に
当
時
の
一
般
電
気
事
業
者
の

料
金
改
定
時
に
全
顧
客
を
対
象
に
導
入

さ
れ
た
。
本
制
度
で
は
、
石
油
・
Ｌ
Ｎ

Ｇ
・
石
炭
の
貿
易
統
計
価
格
を
火
力
燃

料
構
成
と
燃
種
別
熱
量
比
に
応
じ
て
加

重
平
均
す
る
こ
と
で
平
均
燃
料
価
格
の

実
績
値
を
算
出
す
る
。
こ
の
平
均
燃
料

価
格
と
料
金
算
定
時
に
同
様
に
算
定
し

た
基
準
平
均
燃
料
価
格
と
の
乖
離
に
応

じ
、
小
売
料
金
を
調
整
す
る
。
本
制
度

の
優
れ
た
点
は
単
純
で
透
明
性
が
高
い

こ
と
で
、導
入
後
、四
半
世
紀
余
り
を
経

て
制
度
の
根
幹
が
維
持
・
継
続
さ
れ
て

い
る
理
由
は
、ま
さ
に
こ
の
点
に
あ
る
。

燃
料
費
調
整
の
上
限
を
料
金
算
定
時
の

基
準
燃
料
価
格
の
１
・
５
倍
と
す
る
扱

い
は
、
大
幅
な
燃
料
価
格
上
昇
が
顧
客

に
与
え
る
影
響
が
大
き
い
こ
と
な
ど
を

考
慮
し
て
、
制
度
導
入
当
初
か
ら
適
用

さ
れ
、
以
来
、
小
売
全
面
自
由
化
後
の

算
定
規
則
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。

化
石
燃
料
価
格
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

に
よ
り

年
以
降
低
迷
し
て
い
た
が
、


〜

年
に
か
け
て
、
世
界
経
済
の
動

向
や
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
等
に

よ
り
、
原
油
・
Ｌ
Ｎ
Ｇ
・
石
炭
、
全
て

の
化
石
燃
料
価
格
が
顕
著
に
上
昇
し

た
。
こ
れ
に
伴
い
電
力
各
社
の
火
力
燃

料
費
は
急
上
昇
し
、

年
２
月
、
ま
ず

北
陸
電
力
の
燃
料
費
調
整
が
上
限
に
達

し
た
後
、
同
年

月
の
中
部
電
力
ミ
ラ

イ
ズ
を
最
後
に
、
全
て
の
旧
一
電
小
売

の
燃
料
費
調
整
が
上
限
に
達
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、
旧
一
電

小
売
５
社
が

年

月
末
に
、
同
２
社

が

年
１
月
末
に
、
そ
れ
ぞ
れ
経
過
措

置
料
金
等
の
変
更
認
可
申
請
を
行
っ

た
。
申
請
の
主
眼
は
基
準
平
均
燃
料
価

格
の
改
定
に
あ
っ
た
と
考
え
る
が
、
こ

の
時
、
多
く
の
事
業
者
が
燃
料
費
調
整

の
上
限
制
約
に
よ
る
収
支
悪
化
に
と
ど

ま
ら
ず
、
こ
れ
に
伴
う
自
己
資
本
の
毀

損
・
資
金
調
達
環
境
の
悪
化
の
懸
念
を

訴
求
し
た
の
は
事
態
の
深
刻
さ
を
物
語

っ
て
い
る
。
そ
の
後

年
６
月
１
日
に

料
金
改
定
が
実
施
さ
れ
、
基
準
平
均
燃

料
価
格
も
更
新
さ
れ
た
が
、
変
更
認
可

申
請
を
行
っ
た
７
社
の
経
過
措
置
料
金

は
優
に
１
年
前
後
の
長
期
に
わ
た
り
、

改
定
前
の
上
限
制
約
を
受
け
て
い
た
こ

と
に
な
る
。
な
お
、
残
る
旧
一
電
小
売

の
う
ち
２
社
は
依
然
と
し
て
燃
料
費
調

整
の
上
限
制
約
を
受
け
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
経
過
措
置
料
金
の
動
向

が
新
電
力
に
与
え
た
影
響
も
深
刻
だ
っ

た
。
当
時
、
新
電
力
の
多
く
は
旧
一
電

小
売
の
料
金
体
系
を
準
用
し
た
上
で
価

格
割
引
を
行
い
、
顧
客
を
新
た
に
獲
得

す
る
営
業
戦
略
を
採
用
し
て
い
た
。
し

か
し
燃
料
費
調
整
の
上
限
到
達
に
よ

り
、
新
電
力
に
と
っ
て
最
大
の
競
争
相

手
の
料
金
が
大
幅
に
抑
制
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
東
京
電
力
エ
ナ
ジ
ー
パ
ー
ト
ナ

ー
を
例
に
と
る
と
、
経
過
措
置
料
金
の

燃
料
費
調
整
単
価
は

年
９
月
に
上
限

（
１
㌔
㍗
時
あ
た
り
５
・

円
、
以
下

同
じ
）
に
達
し
た
が
、
そ
の
後

年
６

月
に
料
金
改
定
が
実
施
さ
れ
る
ま
で
の

９
カ
月
間
、
仮
に
上
限
が
な
か
っ
た
場

合
の
調
整
単
価
と
の
差
は
実
に
平
均
５

円
に
及
ん
で
い
る
。

こ
れ
だ
け
で
も
新
電
力
の
販
売
に
と

っ
て
十
分
な
打
撃
と
い
え
る
が
、
加
え

て
新
電
力
の
主
た
る
電
源
調
達
元
の
１

つ
で
あ
っ
た
日
本
卸
電
力
取
引
所
の
ス

ポ
ッ
ト
価
格
の
値
付
け
方
式
に
重
要
な

変
化
が
あ
っ
た
。
ス
ポ
ッ
ト
市
場
の
売

り
入
札
は
余
剰
電
源
の
限
界
費
用
に
よ

る
値
付
け
で
実
施
さ
れ
て
き
た
が
、
国

際
商
品
市
況
上
昇
を
受
け
、
電
力
・
ガ

ス
取
引
監
視
等
委
員
会
は

年

月
、

燃
料
の
追
加
的
な
調
達
価
格
を
考
慮

し
、
売
り
入
札
を
行
う
こ
と
を
許
容
す

る
運
用
方
針
を
決
定
し
た
。
こ
れ
を
受

け
複
数
の
発
電
事
業
者
が
売
り
入
札
の

値
付
け
方
針
を『
調
達
済
み
燃
料
価
格
』

か
ら
『
追
加
的
燃
料
調
達
を
考
慮
し
た

価
格
』に
変
更
す
る
こ
と
を
表
明
し
た
。

化
石
燃
料
価
格
の
上
昇
に
加
え
、
こ

の
値
付
け
方
式
変
更
等
を
背
景
に
、
ス

ポ
ッ
ト
価
格
は

年
度
第
２
四
半
期

（
８
円
）以
降
、
第
３
四
半
期
（

円
）、

第
４
四
半
期
（

円
）
に
顕
著
に
上
昇

し
、

暦
年
を
通
じ
て

円
を
超
え
る

水
準
（
前
年
は

円
）
と
な
っ
た
。
こ

の
よ
う
に
販
売
・
調
達
価
格
両
面
で
新

電
力
の
経
営
環
境
は
過
酷
な
状
況
を
迎

え
た
の
で
あ
る
。

経過措置料金のあり方を考える
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燃
調
上
限
撤
廃

卸
と
整
合
を

競
争
環
境
の
ゆ
が
み
是
正
へ

燃料費調整制度の上限値によって化石燃料の高騰を経過措置料金に反映できない

仕組みは、旧一電小売に多大な資本毀損（きそん）を引き起こした。新電力にとっ

ても、指標となる経過措置料金が大幅に抑制されたことで市場シェア拡大にも悪影

響を及ぼしたうえ、卸市場の値付け方式変更で調達価格が高騰、経営に痛手を負っ

た。燃調上限は実態として競争環境をゆがめており、今後も経過措置料金を継続さ

せるのであれば卸価格と整合的であることが必要。同様の事態が再び発生すること

を回避するためにも、燃調上限を撤廃する意義は大きい。

新
電
力
シ
ェ
ア
拡
大
に
影
響
大
き
く

こ
れ
ら
の
環
境
変
化
は
新
電
力
の
顧

客
獲
得
に
大
き
く
影
響
し
た
。
旧
一
電

小
売
か
ら
新
電
力
へ
の
ス
イ
ッ
チ
ン
グ

件
数
（
低
圧
）
は
、
長
ら
く
月
間

万

〜

万
件
程
度
で
推
移
し
て
き
た
が


年
４
月
以
降
顕
著
に
低
下
し
、

年
以

降
は
５
万
件
程
度
に
低
迷
し
た
の
で
あ

る
（
図
１
）
。
こ
の
結
果
、
季
節
的
な

変
動
を
繰
り
返
し
つ
つ
も
、
順
調
に
増

加
し
て
き
た
新
電
力
の
電
力
量
シ
ェ
ア

（
低
圧
電
灯
）
は

年
８
月
に
ピ
ー
ク

（

・
３
％
）
を
記
録
し
、
以
降
は
低

下
・
頭
打
ち
傾
向
に
あ
る
（
図
２
）
。

こ
の
よ
う
に
、
経
過
措
置
料
金
の
燃
料

費
調
整
の
上
限
規
定
は
新
電
力
の
参
入

を
抑
制
す
る
要
因
と
な
り
、
結
果
的
に

旧
一
電
小
売
の
シ
ェ
ア
を
維
持
・
拡
大

す
る
効
果
を
有
し
て
い
た
と
い
え
る
。

一
方
、
化
石
燃
料
価
格
の
高
騰
下
に

あ
っ
て
、
燃
料
費
調
整
の
上
限
が
経
過

措
置
料
金
を
利
用
す
る
顧
客
へ
の
実
質

的
な
支
援
措
置
と
し
て
重
要
な
役
割
を

果
た
し
た
の
は
事
実
で
あ
る
。
国
も


年
１
月
使
用
分
以
降
、
電
気
料
金
の
激

変
緩
和
対
策
を
、
ま
た

年
８
月
使
用

分
以
降
、
酷
暑
乗
り
切
り
緊
急
支
援
を

実
施
し
、低
圧
・
高
圧
の
電
気
料
金
に
対

し
使
用
量
に
応
じ
た
補
助
を
行
っ
て
い

る
。
こ
の
間
、
顧
客
は
燃
料
費
調
整
の

上
限
と
国
に
よ
る
補
助
、
２
つ
の
支
援

を
受
け
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
も

前
者
は
旧
一
電
小
売
か
ら
顧
客
へ
の
実

質
的
な
所
得
移
転
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

「
規
制
な
き
独
占
」を
防
止
す
る
た
め
に

設
定
さ
れ
た
経
過
措
置
料
金
に
社
会
政

策
的
役
割
を
担
わ
せ
る
の
は
本
来
、
適

切
で
な
く
、
そ
の
役
割
は
国
が
果
た
す

べ
き
と
考
え
て
い
る
。
国
に
よ
る
一
連

の
政
策
は
、
電
気
料
金
が
国
民
生
活
・

産
業
経
済
に
も
た
ら
す
影
響
の
重
さ
を

強
く
再
認
識
さ
せ
る
も
の
だ
っ
た
が
、

同
時
に
小
売
り
全
面
自
由
化
の
中
で
燃

料
費
上
昇
に
よ
る
国
民
負
担
を
緩
和
す

る
支
援
措
置
は
、
国
が
行
う
べ
き
で
あ

る
こ
と
も
併
せ
て
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。

仮
に
、
今
後
も
経
過
措
置
料
金
を
継

続
す
る
場
合
、
ま
ず
そ
の
内
容
は
卸
価

格
と
整
合
的
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。
ま

た
旧
一
電
小
売
に
負
担
を
要
請
す
る
料

金
体
系
は
継
続
可
能
性
に
欠
け
、
加
え

て
新
電
力
の
顧
客
獲
得
・
市
場
シ
ェ
ア

拡
大
に
悪
影
響
を
も
た
ら
す
。
一
連
の

経
緯
か
ら
得
た
教
訓
は
以
上
の
点
だ
っ

た
。今
般
同
様
に
、化
石
燃
料
価
格
の
上

昇
で
、
燃
料
費
調
整
の
上
限
が
制
約
と

な
る
事
態
が
発
生
し
た
場
合
、
競
争
へ

の
悪
影
響
を
繰
り
返
す
こ
と
は
不
可
避

で
あ
ろ
う
。
今
回
の
よ
う
な
顛
末
（
て

ん
ま
つ
）を
回
避
す
る
意
味
で
、あ
ら
か

じ
め
燃
料
費
調
整
の
上
限
を
撤
廃
し
て

お
く
意
義
は
大
き
い
と
考
え
て
い
る
。

今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
最
後
に

２
点
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
今
後
進
展
す
る
電
源
の
脱
炭

素
化
と
の
関
連
で
あ
る
。
Ｇ
Ｘ
推
進
法

で
化
石
燃
料
賦
課
金
、
発
電
事
業
に
関

わ
る
特
定
事
業
者
負
担
金
が
導
入
さ
れ

る
が
、
こ
れ
に
先
立
ち
、
排
出
量
取
引

制
度
が

年
度
か
ら
本
格
稼
働
す
る
予

定
と
な
っ
て
い
る
。
既
に
経
過
措
置
料

金
に
は
石
油
石
炭
税
等
の
外
生
的
な
費

用
変
動
を
機
動
的
に
反
映
で
き
る
制
度

が
手
当
て
さ
れ
て
い
る
が
、
同
様
に
排

出
量
取
引
等
を
は
じ
め
と
し
て
、今
後
、

導
入
さ
れ
る
制
度
に
伴
う
負
担
の
変
化

を
柔
軟
に
反
映
で
き
る
よ
う
、
あ
ら
か

じ
め
手
当
て
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
と

考
え
て
い
る
。

２
点
目
は
従
量
料
金
の
３
段
階
逓
増

料
金
制
の
あ
り
方
で
あ
る
。
１
９
７
４

年
に
導
入
さ
れ
た
同
料
金
制
は
、
生
活

必
需
的
な
使
用
量
に
相
当
す
る
第
１
段

階
の
従
量
料
金
を
比
較
的
低
く
設
定

し
、こ
れ
を
超
過
す
る
第
２
、第
３
段
階

の
従
量
料
金
を
逓
増
さ
せ
る
料
金
体
系

で
、
現
在
も
経
過
措
置
料
金
に
組
み
込

ま
れ
て
い
る
。
単
身
・
２
人
世
帯
が
既

に
全
体
の

％（

年
国
勢
調
査
）を
占

め
て
お
り
、
人
口
構
造
的
に
漸
増
す
る

状
況
下
で
、旧
一
電
小
売
の
み
な
ら
ず
、

こ
れ
を
準
用
す
る
新
電
力
も
３
段
階
逓

増
料
金
は
徐
々
に
収
支
を
圧
迫
す
る
要

因
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
季
節
的
に
電

力
需
要
が
低
下
す
る
、
い
わ
ゆ
る
端
境

月
の
収
益
が
使
用
量
以
上
に
低
下
す
る

影
響
は
大
き
い
。
特
に
新
電
力
に
と
っ

て
月
次
決
算
の
黒
字
を
安
定
的
に
維
持

す
る
こ
と
は
、
資
金
調
達
面
で
重
要
度

が
高
く
、
３
段
階
逓
増
料
金
制
を
見
直

す
意
義
は
大
き
い
と
考
え
て
い
る
。
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